
Title <3>大学院生のための教育実践講座:大学でどう教えるか

Author(s)

Citation 京都大学高等教育叢書 (2007), 25: 91-118

Issue Date 2007-03-31

URL http://hdl.handle.net/2433/54055

Right

Type Departmental Bulletin Paper

Textversion publisher

Kyoto University







三 二 テ ‡ 章 票 童 三 言 皇室 -:::-貴 書 裏 毒 章 重

- 真 筆 で 宣 ･es賢 皇 墨 書':::-

干上 は ai:,め に

｢大学院生のための教育実践講座｣は､大学教員をめざす京都大学の大学院生のために､教

員への自覚的自己形成にきっかけを奪えることを意図して､計画されたプロジェクトである.

鎧Pプロジェクト ｢相互研修型 欝D の組織化による教育改善｣の一環として､高等教育研究開

発推進センタ-第 且部門が､学生部教務掛の協力を得て､平成 且8年 8月 7日に時計台記念館

において実施した.今年度は､昨年度に続く第 2回目であった0

日本では､他大学において WA (ティーチング ◎アシスタント)研修が実施された例はあるも

のの､このように院生を対象とした研修は､稀有な試みであり､京都大学が教育面で社会的応

答責任を果たそうとする試みの一環といえるものであ孝｡

当日の構成は､総長の挨拶から始まり､ミニ講座､討論,ボディー ◎ワ-クなど合計 8つの

セッションが周意され､長時間にわたる密度の濃い研修が実施された.全学の大学院生と臨時

の参加者たち 且9名が積極的に参加し､修了式では総長名の ｢修了証｣が授与されたo昨年度と

同様に､この講座についての事後アンケー トや院生を交えた検討会での評価は､きわめて高い

ものであった｡

確- 濁色企画目的

京都大学において､ 特色 GPの一環として､｢大学院生のための教育実践講座｣が企画された

理由は､大きく以下の 2つにまとめられる.

第 且に､京都大学は､旧帝国大学の流れを汲む長い歴史を経て､ 多くの分野で膨大な研究成

果を生み出してきたことからも明確なように､研究に重きを置く大学院大学である｡とくに､

近年の ｢大学院重点化｣以降は､その傾向がさらに強くなっているといえる｡したがって､在

籍する大学院生の多くは､将来的に高等教育の教育職に従事することを目指すものが､かなり

の割合になる｡しかしながら､現状では､それらの人々に対する教育実践のための準備教育は､

ほとんどなされていないのが実情である｡したがって､この現状を改善するために本企画を実

施することは､京都大学がその社会的責任を果たすという点で重要になってくるのである｡

第 飢こ､これまで京都大学の･FDでは､ ほぼ毎年実施されてきた全学の教員を中心とする ｢全

学教育シンポジウム｣を除くと､全学規模の企画は存在していなかった｡各部局で トップダウ

ンで企画される教育調査､教育評価､講演､公開授業などのプロジェクト､私たちのセンター

が企画した公開実験授業､公開研究会､大学教育研究フォーラムなどのプロジェクトなどがあ

るにすぎなかったのである.しかしながら､今年度から各研究科の代表者を集めた rFD 研究

検討委員会｣が発足したように (｢Ⅰ｡はじめに｣を参照)､相互研修型 FDは全学的な方向に

展開されつつある｡大学院生を対象にした本企画は､この展開に沿うものとして重要な部分を

担うと考えられる｡
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望｡喪施概要

実施時期

2006年 8月 7日 (求) 10:00-18:30

菓施療蟻

京都大学百周年時計台記念館望野(3分割された国際交流ホ-ルの 望部屋と､朴 ◎中会議室を

3部屋使用した)

静意田賢済

2,000円 (ラーンチ ⑳終了パ-ティ代を含むo当凱 受付で徴収)

歩廊馨

今回実施された講座への最終的な参加者は且9名 (男性 且且名､女性 8名)であった｡なお､

事前申込の段階では 26名 (男性 且冒名､女性 9名)であったo理系と文系に分けた上で,その

内訳の詳細を衰 且に示すO

表 r日 歩加巻Sf･3;内訳

理系 (且5名) 文系 (4名)

部局 人数 課程 部局 人数 課程

理学研究科

医学研究科

農学研究科

情報学研究科

4名 優 且i博 3

8名 修 射 博 4

2.冬 彦 'iii博 i

且名 博 乱

文学研究科 1名 pID-i

教育学研究科 且名 博 且

経済学研究科 且名 博 且

他大学文学部 且名 その他

轟施ぎ配ダラム

資料 且を参照

夢｡膨--ぎ構成

今回の講座では､参加された院生同士のディスカッションの場を 2回設けている.そこで当

センターの側で協議を重ねた結果､教育 ◎研究に対する文化的背景が晃なることを考慮して､

理系と文系を分けて構成した.各グループの構成人数は､理系の院生によって構成されたグル

ープ 且が 6名､同じく理系の院生によって構成されたグループ 空が冒名､文系の院生によって

構成されたグループ 3が 6名であったoなお､それぞれのグル-プには､リ-ダ-となる院生

を置くとともに､センターの教員が 且名ずつフアシリテ一夕-として入 り､議論の進行をコー

ディネー トした｡
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3.事前アンケ-卜の結果

本講座を実施するにあたり､あらかじめ参加希望者に事前アンケ-トを郵送し,回答をお願

いした｡これは､参加を希望する学生がどのような経緯で本講座を知り,どのような動機や期

待を抱いているのかといった点を把握すること､およびグル-プに分かれてディスカッション

を行う際のグループ分けの判断材料とすることを目的として行った｡質問事項は,基本的に昨

年度とほぼ同様のものとしたoなお,この事前アンケートの有効回答数は26名中19名 (男性

12名､女性 7名/修士 5名､博士 13名､PDl名)であったo

3-1｡本講座を知ったきっかけ

まず､どのようにして本講座を知ったのかということについて調べるために､｢この講座のこ

とをどのようにして知りましたか?(あてはまるものの番号をすべて○で囲んで下さい)｣とい

う質問を行い､表三日こある7項目を選択肢として設けた｡

轟2 講座を知-9たき慧かけ 脚=且9)

項目 人数(名) 割合(%)

①指導教官から 5 26.3

②その他の教員から 2 10｡5

③友人から 2 10.5

④大学のHPで 4 2且｡1

⑤センタ-のHPで 1 5っ3

⑥掲示板で 3 且5｡8

⑦その他 3 且5｡8

①と②はいずれも教員から知らされたものであり､両方を足すとおよそ4割近くにものぼる｡

④の大学のHPから情報を得た人も多かったo①と④の両方から情報を得た人も存在し産o⑦

の ｢その他｣には､｢電子メ-ル｣という回答が多かった｡これは所属事務や学内のメ-ル等に

よるものと考えられる｡

3L=7-2応本講座の受講動機

次に､本講座を受講しようと思った動機について､｢どうして､この講座を受講しようと恩い

ましたか?｣という質問のもと､自由記述で回答を求めたoその結果を表 3に示すo

全体的な傾向として､研究科の違いに関わらず､(i)何らかの形で自分たちがこれから大学

教員として教育を施す場面に遭遇するということ､(盟)それは研究とは違った知識やスキルが

必要であるということ､(3)そういうこと (主として Teachingの側面)について､レつかり

と考えてみる機会としたいこと､などがあげられていた.
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轟 3 構盛時受講勤磯に関する由由記述 (参加希望者26名車且冒名が閲等)

所属部局 課程 記述内容

理学

理学

理学

理学

医学

医学

医学

医学

医学

医学

医学

農学

情報学

文学

教育学

法学

経済学

修
他の研究科の教員志望の方と意見交換が出来る貴重な機会であるから.興味
深い講座がいくつかあるため.

｢教え方｣について興味を持っていたから.聞く側碍立場からみて､どのような
｢教え方｣に対して聞く気になるか､を脅えたとも.

博 散聡はとっていなかったが､教育には興味がある.

博 研究発表とは異なる講義の方法､考え方につむtbて､話を聞きたしtbと思ったので.

修

修

修

現在､専門学校で講師をしているが(約7年間)､教育につしもて学んでみようと思
い､東学での教師についても考える機会を得たいと思った為.

専門学校の教員として勤務しているが言教育｣について改めて考えたLqtと思っ
たためo

｢教育する｣ということの教育は受けたことがなかった脚で､-濃受けてみたいと
恩いましたo

将来､畠館が-人前となり研究室主任者となった幣､研究と教育とのバランスを
どのように忠S..Jmべきか､また､高いレベルでGSLbB研究を経緯する際､犠牲になFIv,!畢
すい教育に対してどちらも維持してaJcく方法などを学びたいと考えたためであ
る.東学の経つ二大義務につLyA･て腰邑pj碍藩0'Sb恵恩を聞いてみたい.

他分野帝人と交流もでき､また将来東学教具として働くため碍｢ギE:b･,㌔｣が敬わ
れそうだったので受講することにしました.

東学散農の他の可能性であれば､経営コ:jサル巻渕-や会社役農(技術娼当)な
博 どに就く可能性があるが､Lmずれにしてもプ巨〆ゼシテ-ション嘉､ヨ-=f･:i_jgダ尭鞄

強く期待される職業であり､卜♭-ニンダ範盛事性を感じた｡

博 アカデミア蔭∋研究戦を志望するにあたid!､教育に関する嚢記謡を碍たかったから｡

修 将来､東学散漫になるにあたって鈴何らか6':;p能由を身につけたかったので.

PE;i

転分が教員になる前に､こe;q3･ような教育整うけたことがなpiJヽO畠分時反省の相異
にしたいO

非常勤を』竃実際に抱≪岩と曹≡なった問題を解決するため釣手がか喝が得られな
齢かと考魚雷旬希望しま』たO

博 いつか投に立TJlかもし乳なら＼ep-'Bt,でo

構 造齢将来旬教盈夢≡なる爾能鰻があるためo腿前から敏蘭夢三関8鮎があるためo

東学教農⑳公募面接竃は模擬授業がある碍管すが%非常勤講師⑳経験も恕≪亀
困慧竃齢ますO牽艶が童たる受講嘩込理由習ずo

遜- 遜◎本訴塵鴨⑬期緒

さらに滝本講座に対してどのような期待を有しているのかにつnて～｢この講座にどんなこと

を期待していますか?｣という質問のもとb由由記述で回答を求めたoその結果を表射こ示す｡

-95-



表4 講座代の期待に関する自由記述 (参加希望者 26名申 且3名が国賓き

所属部局 課程 記述内容

理学 博

理学 博

教える立場に立ったとき､ど蔚ような事に対して気を配る戴きかに慧してもて､考
える基礎を得たい｡

具 体 的 な ｢コツ､ほ共に､講義に関する考えこ酎=/‡沌1℃､さまざまな側面から教
え て 欲 しい.

理学 博 具体 的 に はわからないが､今後助役に立てlばと思ってi,篭る｡

医学 修
教育につ いて､教える側--LI-･教えられる側碍双方向jから､教育を捉えられるよ
うな機会を持竃たらと考え竃』包まず.

--ll方通行の授業形式ではなく､双方向碍意見交換が習きる討論の時間が轟
医学 博 るので､教育に対する色勾な意見を間≪ことがr誉きることや､由分の意見を述

べられる場が持てることが楽しみです｡

医学 博

医学 博

医学 修

農学 修

寛学 pB

教育学 博

法学 博

経済学 博

ゲル-プワL-タ､実演プレゼンテ･t･.--bLoヨ:.:sJと指導.教育効果測定法.>J教材掛-<Jg3
くり方､連続講義の組み方.

東学生温豊を対象g≡』たち専門的な事を教象る臆あた慧竃⑳ヨ撃畢♂専銅尊
などを鼻に三∋けられたら嬉しいです.

今現在教員をなされ~雷も./qる方代将教育5:::/･'‡沌V-dCも轟っpi;Il-'もよい鈴ではなq;_,痛㌔
と思います｡

講義がもう少し､具体的内容(東学教員とに&,て感掌な能丸､素養などを学問的
視点から)にL/'E:ほしい.このようなィ,,蛋:_錘 的なものt管なi:,Jtg串間碍無期プE三':ri
グラムといったものに昇格させて'ほpLpも,㌔(.,

東学でのt---･般教養科目の教育方法論や､名古屋東学甫高等教育研究史ib_<･Q
9-･7通電公開するティ---チt:IFAダティツ■:130呆碍内容に適齢も碍(たた糞闇 米学教育
で効巣的な授業亀進め方)を学んだ::I;<!,i.}諒邑ゴ,あ邑了もを通L_/'ii.::脊索.た排す-'るこ.li:.二を
期待していますQ

授業での評価の仕方旺ダボt司モ,､試験如く:;工●プ虹ぜGti,}1-ii-:Jr----,-おヨ二.:1.♂靭性溶くif<3ミ告盲.
黍､power･pointetヒG)に･つむも;貰きし.tでみたいレ哲す｡特に言r頑ぎP､斗 覇文献損ノ昔
ネッ巨情報をどう扱うかや､ネットと授業環,I-:3きあ転qLl語に誓いFf:::I.:.r吾･f:5-._:3線 .ヾ色々
なトピッ劉:-a_:_つi..もてきけると有難齢t習すO

学生⑳関愚を抄き慧ける講義⑳仕方も藩わが』≪な慧た時⑳対処温%東学⑳
役割と関連付けた東学教育のあり方などを勉強できればと恩っuE:-満 ㌔ぽ す｡

実際に初め貰教壇に立ったときにだ覇よ:-･Sに教えオL:;まよいか､.という喪践酔態
テ督ニッタの伝授を潮時!t/E'おi･J.博 す｡

全体的な傾向としては､(1)大学教育に関する関心や勺どのように進められるべきなのかと

いった ｢大学教育に関する情報 ◎知識｣の獲得､I(2)大学での授業を具体的にどのように進め

ていくことが望ましいのかといった ｢授 業 方 法 に関する知識｣の獲得～(3)他の大学院生の意

見を知りたい､ディスカッションを 通 じ て 意 見 交 換し問題意識を共有するといっ た ｢関係づく

り上 などがあげられていた.とくに勺具体 的 な 授 業 方法に関するノウハウ的なも の を 求 め て い

る院生が比較的多かった｡
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重し箪後欝:#祭-巨碍賠巣

本講座を実施直後に､ 今後の改善につなげるために事後アンケートを実施したO参加満足度

や各プログラムに対する有意義度および改善すべき点について､評定と由由記述をもとに構成

したO質問事項は､基本的に昨年度とほぼ同様のものとしたo

4-頂｡奉革盛時全韓的な演題鹿

本講座の全体的な満足度について､｢本研修への参加満足度は全般的にどのようなものです

か｡｣という質問に対し､｢5｡非常に満足している｣から ｢1.まったく満足していない｣まで

の 5段階で評定を行った｡その結果を図 1に示す｡参加者全員が､｢5.非常に満足している｣

または ｢4.まあまあ満足している｣のいずれかであり､本講座に対しかなりの満足感を抱いて

もらえた.なお､平均得点も4.53(昨年度は､4｡40)と非常に高かったoタイ トなスケジュー

ルであったにも関わらず,参加した院生からは高い評価が得られた｡

園 胃 本訴塵gこ対ずる満足度

董-望｡奉寓盛時満選魔を規定ずる要闘

評定値から見た本講座の満足度は非常に高いものであったが､以下では､それを規定する要

因 (理由)について､自由記述をもとにみてみる (表 5を参照)0

全体的な傾向として､(1)院生や教員からさまざまな意見や考え方を聞くことができたとい

うこと､(盟)大学教育の現状について知ることが出来たということ､などがあげられていた｡

これらのことは､事前アンケートの受講動機や期待することで書かれていたことに基本的に

対応していることから､高い満足度に現れたと考えられる｡ただし､授業方法という点では､

おそらく本講座の主旨と参加者側の期待とは少し異なっていたことが想定される.しかし､こ

の点はそれほど否定的な評価の対象にはなっていなかった｡
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喪;:_.7. 韓舗漬鼻ミ庶軍鷺轟二両する童無事這浬 で拳癖常 i.慧竜畢P.?..孟藁が蜂毒等::.

所属部履 課程 記述内容

:~"{'草 ･?二塁

文学 (鶴
∴‥芋-ち

臨床教蘭
学

キミ豆串

轟.:i:;I･/I.!･i,I:.L:-:'･-:= 雫

寺号; 耗1.
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匠●I-:̂p-;‥ t二･:::I.
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J-:-I.II:'17-:-‥ (.::_A.=-
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幣学 笹

医学 屋

旨Li--:.I-:iI.:.学 卒

農学 博

農学 修
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次に､本講座で施行されたプログラムに対する

有意義度について､｢プログラムについてどの程度

有意義であったか句お答え下さい｣とnう質問の

もとに旬組)グル-プ討論､鰻)ミニ講義､(3)

ボディー ◎ワークの 3つのプログラムそれぞれに

つむもて勺｢5｡非常に有意義だった｣から ｢且｡まっ

たく有意義ではなかった｣までの 5段階で評定し

てもらったO

まず勺｢グル-プ討論｣は､評定値の平均ほ乳68

･'二時年産は､ゝ4eL,i-幻 とたいへん高い値であった.

このプログラムでばち指由度を意図的に高めて､

ある程度の議論の広がりが予想される大きなテ-

マ:T･ニr::Iと､.:'=･麗::=分::'.Jナて､.参震音cJlj院生軍士で議

論してもらったがbダル-プリ-ダ-牽フアシり

チ-夕-がうまく機能したことも一因として考え

られるであるうO

次に勺｢ミニ講義｣は勺評定値の平均ほ乳47(秤

年度は句叡58)と高n値を示した｡このプログラ

ムでは句センタ-の教員による ｢大学の授業｣と

遷された講義 望つと ｢大学で教えるために｣と題

された講義 且つの計 3つの講義が実施されたoそ

れぞれの時間は30鎗前後で､大学の現状やシステ

ム勺これから大学教員として必要となることなど

が簡潔に提示されたO大学院生にとって､大学の

実情や大学教育の課題など､関心はかなりの程度

ありながらもなかなか薄にすることのないような

情報を得られたことが､高い有意義度に現れてい

るものと思われる｡

最後に､｢ボディー ◎ワーク｣は､評定値の平均

は逢｡望且(昨年度はう3｡94)と最も低い値であった｡

このプログラムは､2時間ほど周意され､身体を

使って ｢相手を信頼することの大切さ｣など､教

員としての資質の基底ともなる要素について学ぶ

ことが企図されていたo残念ながら､本講座とボ

ディ- ◎ワークとの関連性や位 置 づ け が 明 確 に参

加者に伝わらなかったことが､ 結 果的に得点の低

さにつながったものとも思わ れ る ｡
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続いて､今後の改善への資料として句｢今後に向けて改善した方がいいと思われる点がありま

したら､由由にお書き下さい｣という質問を設け勺由由記述による回答を求めたoその結果を

衰 6に示す｡

全体的な傾向として､(i)且日では詰め込みすぎで､プログラムをもう少しゆったりと組ん

で欲しい､移動 ◎休憩時間が欲しいなど､｢時間配分｣に関する点､(盟)技術的 ◎スキル的なこ

とについて教えて欲しいなど､｢授業方法｣に関する点" (3)文系と理系を混ぜてグル-プを作

って欲しい､全体討議で議論がかみ合わないなどb｢グル-プ構成｣に関する点､(4)ボディ ◎

ワ-クの意義についての疑問など､｢テ-マ設定｣に関する点､などがあげられていたo

これらは､昨年度の第 且回の本講座の実施後にも挙げられていた点が含まれ､どれも検討す

るに値するものばかりである｡今年度は改善した点もあったのであるが､不十分であったかも

しれない｡来年度は､さらに改善していく必要があるだろう｡

惑｡愚後 宮,::.,

本講座は､京都大学の大学院生が将来大学で教えるために､大学院生時代に自覚的に自分自

身を形成していくきっかけとなることをめざすという方向性を持ち､昨年度に引き続き､今年

度はその2回目として実施されたOわずか 且日というきわめて限られた時間の中で､複数の ｢グ

ル-プ討論｣｢ミニ講義｣｢ボディ- ◎ワ-ク｣｢全体討論｣といった計 8つのセッションから構

成されたo講座の最後に､｢総長名の修了証｣を授尊した｡これはb教育業績の一環となるべく

履歴書等に書けるよう配慮されたものである｡さまざまな課題 ◎問題点はありながらも､参加

した大学院生からは高い満足度 ◎有意義度を得ることが出来たo

しかしながら､反省や改善の余地も存在する｡第 且に旬今年度は当日の参加者がわずか 且9

人しかいなかった｡しかも､医学研究科など特定の研究科に偏っている傾向もあった｡とくに､

今年度は文系の参加者が少なく､理系と文系で比較して鎗析するといったことも困難となって

しまった｡｢相互研修型 野D｣の基本的な性格は､それぞれのメンバ-の状況性や文脈性に彩 ら

れた部分での交錯にあるため､できるだけ多様な参加者があってこそ､本講座のカが真に発揮

できるのである｡本講座は来年度も継続する予定であるため勺できるだけ多様で多くの参加者

を募るために､広報活動の根本的な改善が必要になってくるだろう｡今年度についていえば､

表 芸‖こ示されるように､参加のきっかけは ｢指導教員から｣という回答が相対的に高かった｡

逆にいえば､指導教員が非協力的であれば､大幅に参加者が減る可能性があったのである｡

殻的な大学院生が自発的に情報を得る機会を増やす方法を考える必要があるだろう0

第飢こ,研修後のフォロ-システムの欠如を改善する必要もあるだろうo意図的に 且日に固

めることは有益な点も多いが勺感想をみると滝トイレに行く暇もなかったという記述もあったo

やはり何日かに分けて勺前回の議論を再検討する時間を設定し､再び議論をさせるとさらによ

いことであろうo教育心理学では､何かを学ぶときには､集中学習より分散学習の方が一般的
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表6 今後碍改善点に関する藍由記述 (参蓮田審且9名車lFぎ名が弼筈)

所属部局 課程 記述内容

文学
募集の仕方にもうー工夫いるように思われます｡参加人数が多すぎるのも､-一体感を作り上げる上

r3･LBで､少し問題かと思いますが､より多くの方e:)意見を聞くうえではもう少し参加者を増やしていただ
きたいです｡

臨床教育学 博

理学

選挙

選挙

医学

医学

医学

医 学

医学

医学

医学

医学

農学

情報学

やはり事イムスケジュ--ルにもう少し余裕があると(トイレに駆け込む)とも思いますが､講義が抑ら
えられた構成はよかった.もっとアピ-ルされてもいいと思います.もったいない誓

博 夫愚的な｢そもそも論｣に加えて､申手先の｢I､こウツ-論｣も充実させればベストだと思います.

鰭
ボディワ-クーまだ自分でよく消化できていないので､もちろんとても有意義だったと思います.もう
少しだけ記論の時間が長ければと思います.

(丑ボディワ-タの位置づけが今一つはっきりしなかったと思う｡コミュニケ-ションを肌で感じるとい
う意味は理解できるが､大学で教えることとは直接関係ないと思う｡

博 ②教育よぶつかる問題は､議論されたと思うが､抽象的な議論になることも多かったように思う｡た
とえば模擬授業などで､いろいろな場合を想定しながら考えたほうが面白い例があがったのではな
いか?

グルー-プ討論ではメンバーにもめぐまれた.現在の宣伝だと元々意識の高い人が多かったからだ
博 と思う｡しかし講座畠極はもっと多くの人が受けるべき内容であるので､宣伝体制を考えたほうが､

より多標な大南が集まり､さらに有意義なものになると感じた.

非常に綿密な準備をしてくださL-)､韓に無いと思います.個人的な趣向だとは思いますが､事前に
修 どのようなことがあるのかをHPで詳し(.説明していただければ､と少し恩いました.ありがとうござい

ました｡

ボディ5Tj-到ま非常に面白かったですが､その内容(1時間)を教育にどれくらい取り込めるか､自
博 分で全部吸収できなかった感があるのが残念でした.もしかしたらボディウ-クも2部にわけた方が

受読者側も吸収しやすいのかもしれません.スタッフの皆さん IE3暑い申お疲れ様でした.

①時間の配分を討論にもう少し割り振る.
博 ②参加人数は少なかったがこれくらいの人数の方がまとまりは出来るのかなあ?と思いました.i

語だけでは短すぎるので､また参加できる講座を開いてほしいです.

悼

鰭

今回のセミナ一一で問題提起などは多く行われ､現在大学教育が抱える問題については考えるきっ
かけをいただいたが､それに対して明確な方向性を指示してもらえず､今後もどのような大学教育
について考えていったら良いかわからない感は残った｡今回は教育とは難しいと感じたが､こうす
れば良いというヒントが得られなかったのが残念｡

E短い
亡この講座を終了した人向けのアドバンス講座も欲しいです.(やはり短しもので､､､～､)
巳文系､理系を特に意味なくゲル-プ分けすること.
しもっとしっかり宣伝してください｡

･ゲル-プの人数が少なく(5名)もう少し多くの方々とでイスカッションすることができたらよかったと
思った｡
･学会発表ではないので､質問者の質問を打ち切ってまで､制限時間にこだわることはなかったと
思う｡

ボディFIJl-クの内容は充実していましたが､全体のプログラムの中での時間が少し多く感じました.
修 合宿形式などでも面白しものではないかと思います(どのくらいの参加者が集まるかわかりません

が､他大学などを含めるともっといろんな討議ができるかもしれません)0

修

①トイレ休憩は欲しかったかも?
②ゲル-プは文系､理系が混ざっている方が､異分野交流できてよいのでは?
③修了生のネットワークを(OB会みたいなもの)があっても楽しいかもしれません｡
④もっと他の人にも受講してほしくなりました｡宣伝します｡
⑤プログラム作り大変だったと思いますがお疲れ様でした｡また今後も交漉させていただけたらう
れしいです｡

テンポよくゲル-プfuJ-タと講義が組まれていたので煮つまることなくできたと思います.
修 ま在教える側として､こんなところに問題を感じるということを具体的に聞く時間があっても良いと思

いました｡

L11年に3回ほど本講座を拡充してほしいOイベントで終わらせるには｢もったいない｣企画
修 ｡そこでは継続的な内容にしてほしい｡

巳ミニ講義の内容を充実してほしい｡

博 椋憩時間があったほうがいいと思います｡
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に良いことが知られているo心理学に限る必要はないが,このようにさまざまな学問の理論的

知見も取 り太れていくことで滝本講座はさらに良nもの鴨と発展できる可能性を秘めてnると

思われる｡今後は旬考えられる課題 ⑳閣題点につnて吟味 ◎検討し勺より京都大学の教育に貢

献しうる活動としていきたH｡来年度は匂さらに充実した内容のものとする予定習あるo

一 二【.0 ,7.I.･1 -
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平成 且8年 5月 且8日

理 事 東 山 紘 久

大学院生指導教農各位

｢大学院生のための教育実践講座一大学でどう教えるか-｣

の開講について

標記講座を別紙のとおり実施いたします｡この実践講座は､京都大学の大学院生が

将来大学で教えるために､大学院生時代に由覚的に毎分由身を形成 していくきっかけ

となることを困指 し､高 等 教 育 研 究 開 発 推 進 セ ンタ-が主体となって実施するもので

あります｡

この講座の実施には､単に大学院生個々人にとってばかりではなく､京都大学にと

っても大きな意味があります｡京都大学の大学院生は､将来､全国で大学教員となる

見込みも高く､従って､このような研修を実施することは､京都大学がその社会的責

任に応えることでもあります｡さらに､この研修を実施することは､TAの担い手で

もある大学院生とい ういわば ｢ボ トム｣ から京都大学の教育を改善することにもつな

がります｡

何卒この趣旨にご賛同いただき､先生にご指導いただいている大学院生の参加を強

くお薦めいただきますよう､お願いいたします｡

おって､本講座の案内及び参加申込書は､｢京都大学ホームペ-ジ｣にも掲載してお

りますことを申し添えます｡
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草 汗 ･､一･--/.I::.指 Tlr,[論 ･･∈ 二t':;;;.r-:T:,HIlI三三縛れ:.,･r'_:iq学,:A:ill.≡.!･'･授業i;::_-',I-_.ri_I.:;.いて.主

十一用事:11三::,{:::･･.i.T.ド. ii/{:上下 ･㌔TtI=l:I:I:･fI':T;:'･.

ミ 三二二菖蒲義一;守::jJ二幸亘膏葉菜十月

高等教育研究開発推進麿汐留-教授 松帯 佳代

･二.I_'e?,時鉦コL:i.ニト- 菅･t:..膏立言.鳴

きIl:_.,I:-1=野.と溝描蘭'試

一･I.::.1溌蓄i'-i.:beh:.I;,r:.:1,j一･p･へへ･･: r;i:;≡_i_:ち:::号{I.lI::5._?.∴ヰ

･･::-:･･Li'Ll畑で二一･､プ討論.:一三∵｢字.'学f:3jt讃菜で教師に求軌･封ft畜類 草._i

･<l;.,,;i:.,時Ll:-_jiこ?9I.:,I;:tS.･r1--. 堂上さ号工,;'f;-:7-･i

昔=i;-::::.-,主人二言.T-:I;<-･､二;-;:｢守出番 と町 コ轟が !:.:F,?IOe;i:I:'lSt･,I:i:昆二の二3辞が 慮,:_:'l･._3

京都文教兼学教授 演野 清志

高等教育研究開発推進麿汐留-助教授 乗出 泰宏
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づ5時50悪--

16時Cp･〇･治-

休 憩

登 ッ-:JIB ;ン6

ミニ講 義 2::｢大学の授業望｣

高等教育研究開発推進麿%dタ-助教授 澄患 慎-

･/;5時,3こ慧p一 意r:I;Eシヨ:4,b7

堂撞:討論 :r大学で敦真義ために｣

･g7E毒30分--; 麿tls･シ=qSlン琶

ミニ講義3:｢大学で敦急患ために｣

高等教育研究開発推進麿%dタ-教授 田中 毎棄

十7､時50分f･-. 琵会 式

挨 拶 ◎修 嘗証授葛 京都衆学理事 乗出 紘窺

閉会式終雷後 ;i:'t･冒-テ ィQ一一二-〔う盛時30分まで)

∈尊め他留意事 項 ∋

上 当巳は､ボ デ ィ--J=E-タ を行 いますので､動きやすい服装o靴で参加してくださいo

望｡参加嘩込憲等書誌､｢京都大学市-･--ムペ--.･ジ｣に掲載しておりますo

b空地 .jrn//rli3督ce/05event,/12006/060807.htm

3｡雪B･lデ､パ-ティ-は参加費から準備しノますO

ヰC昨年の講座の雰囲気は下記のURLをご参照下さい｡

h駅D:I/A./湘湘Ivbv･.h鹿hedu.kyoto-U.ac.jD,/gp/'gE〇inseikoza.html
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(車成 一~ほ 卑儀 :i

朱筆 院生 のたこ帝都教 育 菓騒 音塵･･-･-鳶 撃 でどう敦 東,志か ･-,･･…

事 t:-::: 童 二二 享

I.ー◆ .ヽI～.I

藩士 こ博士

.◆} 十十､ I.㌔
-■

慧苛
十ヽ

.T:
,I,一一t◆

～.'ー早 辛▲▲ヽヽ

葦

ヰ∴卓:_:/･I:::斗告∴?t'. 摘虹守備肺雨i.:･油汗融 工鋸:拓 きこ糟:::il:･:::-p工工芸工.

EFr_,:I･-It-工率号 甘.-I-,Ill-elf-i.ニー:-1竿'Si;_=1;丘-I-:'f=_:+:･I.:::I.;il:I=.':;L･

車 :::-･･:_l戴 耳 平華●ギ封串㍉‡:;tI;;::･'章 .::轟十･･ 執 盛数字

t.:i:';･藩扉言言主導甘言忘謙.Ll.i,;'-:;芋アトHI.!･J-'∴二･八･ご与 -/lL:::毒撞L./鳥::-:i_J-.i,豆宣 :.
転率:了予岬ft:紺.iJ.:(I,.:-:5;::.LtL･･-症.:;:h.I,7{l;Li.にノ〔･T:豆烏t;-?:I,/{::;･:T:I.:3lf:-Jj,I:I:;漂J/Li:l潤且/[?:::IIi･::{l.:劇.Iti.∴?t中rrt
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『東学院生めため⑳敏蘭実践講座-宋学習どう教義愚か-良

尊前デ.Tj専 ユート

高等教育研究開発推進麿Qbyタ-

こ::{-I:LI:IllI.:./;･･1-::■一号-忘､.ニ‡書き澄点票筏とt::1..A.;.iIi章二没ごTJ=':Sf;.:≡Lilt:･f=窯元苦るごSill-::.管-;=夢,J賢ささに:･!:I:つ

て工ます嘉∴-.I.言Le.i:TfLl-::室舘皇薫､=･怠学-:S,:';I;-≡,ここゴ言霊I';{l_,--;I:I_-:LiLl-=i:二::茸:r=.::･･;J:::.･:/?16.､よ三しくご因.室封書::IとIll;-IiI･

童い草し∴ヒ;プ宗吾~Tf_-;'C

遼毒を占:

這所属 : 研究科 (醐疹丑 望｡博丑)課程

学草三;一㌦ ~::i苧 ユニ:_;I:I.I.年 コ｡三軍 ヰ_-,:..;･辛忠上 巳_PT_}意だ

閏Jt. =ここ濁違si:/ことをirji･:;:二･:二三､二二･て下立::=i::ILだ寺子 ‥こ達て:'GI:ま亙室亡冥;･Ll蔓草妄LL::-'十二て

こ了-.:I:這乱互:7::I:下さ工:]

① 遥字数薫育蔓. ② そこItJ:･危こ:A:,.=IitI;t_黒ごェiI,･ ⑤ 二;:i.ti-∴ごfiLl ㊤ 弐学L::.Ti-I_:,で

⑤ L誓ン:S:t一一〇二1.,:-IPで e)滝薫憲で ⑦ モ;･:i-13億 L::

覧芸.大学で:.:JP,:.I:教育経験,'忘違･:･lJi:i-J≡?,二･:I.∴?′諾意･二三忘-I:'5･ゴて?:/一量等鼓室語営J-:JF室iv･.･I:｡ 〔違て

忘ま養毛L:･･-;i:.ICt,重吉きま㌻バて亡了誓臣古で下さiI/'j:;,

① 履kd# ② TA (約 時∋ ③ 非常勤講師 (約 時)

問3 プく学鼓真になることをどの重度琵望i_,･;7=います;手O ::這て忘まSJ:E...薫･.三つこOiSf=,I:･.

甘て下さい)

① 強く韓遷してL,ti竜 ② 軍蓋して量る ③ まだ悪から駄了ユ

④ 韓に希望LJていない

問ヰ どう｣′て｡..こt':ilJJ講遵:(-T:藁言誉Ljようと思いましたごt:?
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問5 この講座にどんなことを期待していますか?

ご協力ありがとうございました｡
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喪 主

ELか - .畏 頂

き'二二.'3成 績 累 ◎ 返 却 が 縛 め 観 た 田 ⑳ 芸 と oあ る 敦 子 学 生

が 研 究 室 を 静 ね ぞ き た o F私 は 全 部 出 席 』た ⑳ に

笥 し か も ら え ま せ ん で し た ｡ 還 嘩 くん は ､半 分 近 く

欠 席 し た 鈴 に 優 で し た O不 公 平 じゃ な い で す か C.A

薗 智 - 鼠 霊

をコ授 薬 ⑳ 資 料 を 配 布 』 首 魁もる とき ◎ 岩 と ｡観 る 百三慮 っ

て い る - よ の 男 子 学 生 が 取 掛 二来 な い ,jF':?で ､誉 i･};

に 来 る よ う に 注 恋 し た ら ､骨 鉛 学 生 が 貰 っ た o

F俺 た ち ◎ 授 薬 観 か ら 給 料 も ら d3苛 み だ る O醜 鎗 習

韓 ゴ て こ い よ Gu葛

三 二-i: 害 毒 豪 華 ご ま 葦 喜 ;I-if=-i_;=-

ニ 葦]-卜僚 醇 晋 鼠 段 階 盈 ニ i号- 普錐 段 階

東 学 進 学 率 -タ瑠5 % 一ほ -̀苔e馳 5◎ % -

# * 敵 # * & 少 数 者 ⑳ 特 権 多 数 者 ◎ 権 利 野 太 ◎ 亀 務

鴇 色 間 質 性 (共 通 鼓 無 性 (夢 塞 極 度 ◎ 多 様 化

◎ 高 齢 基 準 ) 恵 J べ 書ノ) (共 通 ⑳ 凍 準の 遠 矢 )

(冒 --･-ti',I･ン ｡巨岩 引 こよ る :.7

-≡ _ き I-I:=謡 ± 売 主 さ き 子 毒 -L?-;

三 二 三 三≡ 二 _-I:TtI華 -:I;-; 二-
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東学遊撃革 の 常 讃 鑑 暴

退学率予測

__:-=･-==-I::i,:----:tI_-:-;;;_;･=:.i-;--:i=LI:-If-:ll.:-,:;;--,={::_,--ill-_:I--I--:圭 ,--:I:ll::--i_iI--_:-+:I-:-

----鰻輔7埠に堂見時絶監す遼寧寧亀磯節魔

･一一,a-18鼓人口

･+ 轟等単投寧敦馨敬

I.･卜･入学層敬

- 志願者拙

･｢ト進学率

恵威勢
･･･q･･･合格率

二_:-:-= 十 享 ~-;----二=-I- : --A-i-享 子 _:-:II:-配:･-:iI辛:--_:-;:I_":

lf7東 学 内

妻二二言草生 命多様堵隠

LL-･T･学 衷樽華.､学 習 念 願 穂 違 再 論 .';:;':I:

E.r:7.:.r:lIva:-:草 野

…‥コ東学 ⑳種別臆

寝研究東学

国教蘭車愚衆寧

LI.tiこ::ラ三上;::l'

-頼義なた欝就簸ず 愚 衆 学 ほ ど 協 な 東学だる肇かgP

::Ii_-:Tt一二-:;H_-t二L寺≠_喜蔓:-A

Erhl三£;it.ト音磯暗･･-･.-,I-ミi5'鼠穀鯨
貸L-･.掛rミピ-ミ･-･'=?l'r-.ム滑韓
こ:;…東学紛争(瑠96◎辱代案)

rigI:iF､.ニミ腰呼r･,--,ユ二言･--サ甘言矧 嘩

E.二戸i芝8窟?卑問題 "
=∴華:至言､

:.:了孟望806琴閤盛挙タ
･二√--I:‖卓昌博巨竜 十 字 瑚 軒 上 げ .'-ヾ:∴ ∴､､膏 ･･

;-'-;., 撃言､ミ守学:-:I.轟･::':e了 古 寺 ■字 :.点 二幸 ､ト

-L:I --::__-i::鷲:-I_:-I-:I;;-:-I-=i-;:--I;f1--;Ii:-_: ∴ て ~-㌔ ‥-,:-: 二~∴ : -∴ --I-:-:

∴ 二∴

--二二二一一



二~ニ幸三 ∴ ~二き '--:-:TI-三三二

二･/単二:i-藍よ しノて こ 曇 霊 ウ土,:-宣-:畏翼怠学主点鼓え 量

二.学生と震l/-i:二:.vu..''-:.:iJ::三三 ふ二;:::,I-I---一･･シ:=1.:/,,
--ン震言1-IFI::;1-

--:.彊じこも;,J･･予
i

･二学 童 :';I:::-:::IL:I-f∴宜.義く ･一一王 藩S:i;･

壬.Li_.噂 で も逼｣ 与ドニミ､…･汗､j†

L:敏長と学生.I/ン::'ン奪うウシ:-=ン

二･L学生間j恵山インタうナシヨン

こポ-斗ブJ-.;-A;1:噛-

三 一二 _ 二 三 三 二 二 二 三 :-= 二 十 二-_:;--

二 二 - ∴ 二

一一 一 三 _ 二 二 = -I_lf-i 二 一二 三 二 A-二 三 ---

L: 単 短 観 虚

言:コ 確 輿 飽 - F 舶 時 間 ⑳ 学 修 を 感 要 と ず る 内 容 を も 43

竃 構 成 す る 』

富

塗 薬 際

蔓コ 講 義 :半 期 習 豊 輿 瞳

- 制 度 通 関 な ら 9◎ 醇 間 貸 萱

L-:-･責 蕊 は せ !J㌧ぜ ･J .,pは -1=jマ

三 二 三 二 二 ¥ 享 i_-_l'7Itt-∴三∴-;.ti,:≡ 三一二

L .二 学 生 /ljニ芦 を覧 く

事 草 生 葛 婆 京 急 志じ竜

- 学生◎多橡な尊家に応臆る芸とはできなむも(戴き竃もな』も)

- むしろ､畠分鉛哲学と式か･;:'舟をもたないがために

学生◎要求に対時できない≡と が問題

L学 童と故巌とぬズsi,i
董:::…敏蘭8学習につむ%管財詣する絶好の機会

e.9,京宋ボケゼミ(寧衝潤:有機化学)

- 学期の車間に｢学生による凍寒評価掩 a噂 ev紬 a電離 )

--:--_-: 去 幸 三 妻 三 寒 瞳 を =i

- 蟹 - 鼠 確

固履 修 童 轟 と 修 得 童 轟

∑コ履 修 豊 轟 - 履 修 す れ ば 課 程 を 修 習 』 た も ⑳ と

み な す 考 鬼 籍

* 申 u 車 巨 高 )

修 得 主 義 - 静 穏 ⑳ 内 容 を 修 得 し た ≡ と で 課 程 を

罷 了 し た も 鉛 と み な す 考 え 方

* 南 画尭

i= お う 餅 iP

① 轟5時間…授薬♯授案外
(配分は宋学ごとに決められる)

e.g.講義:瑠5時間率30時間 -->:Pv輿位で30時間

蟹.g.薬験革薬習暫薬妓:30時間車瑠5時間

② 頂 詔 苛 (9◎鎗 )を 2 時 間 と み な す -36時間で15コ苛

③･;5:≡ マ き っち り 挙 っ て L もる こ と に する

豊
療 出席率藤簿

出 違をど･Er3てい ど 成 鑑 静 聴 に 太れ るか は 教 員 虫 監

萱 草 をどう位すか ?
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二二 _二 軍 三

ヽ
ヽ

′陶 費 者 塞 義

･･･こ,辛 -‥∴ 芋 _:,･:i_J

歯 消 費 者 # 嚢 謬 欝 -

学 生 こtelr:..,塾 蓮 雲 -I-= しこ去 蚤 章 騨 _-,熱 ∴ す る 泥 酔 聖 二

犠 あ い は 顧 客 )

､ 兼 学 は ∴ 車 齢 ここ-∴ t-:{p:室 生 鼠 亡,∫.､民 生 選 良 定 量 Li:i-i3,.::I.

量 よ ･うな 静 寓 軽 譲 駄 FF.._.̂な け れ ば な ら な い

iI':～:3授 薬 歴 齢 う 商 品 ⑳ 説 明 審 お 鹿 び 契 約 審 藍 』 竃 堂 豊

旦里星 が 機 能 す る

海 容 弁 室 蕊 を 測 亘 ff...I;-_.f::.I.::51･-:a"､

賢 擬 す LiE,.

一十 二千 i-;:I.: :-_-;:--: ---:I∴ 二 :.:+ _-{ :::-:三二~=:: --

;薫 製 鼠 噂 二号 .､･...､･･

i.I.二.?贋 樹 観 藍 』 竃 見 学 』 竃 き た 学 生 は 旬東学敏蘭夢≡

よ ,I;雪 ,G7;:BiILxi:_'さ LTT:･･TL.I.軽 索3億 鰹 を 二叫 ,竿許無さ言送 里 ミ

奉 れ る

;::･IIi膏 ⑳ 製 品 ⑳ 晶 質 傑 経 もあ る 齢 臆 製 品を俸 優観ず

t緑 緑 ':･葦 :賢 二矩 ･S:f':-ラ _:'･部 品 軍 艦 誰が鈴繁 .:.'-/?･i'f:.古

･.沌 諭 ':豆 匿:,I,(:｢古さ二通 繭 青 毒轟 儀 轟 T'iL{1.::･;･f;::::;

二 製 轟 再 ･,:Lf;:i;ry- -ば 薄 くヨ:TIL..I-;Eか ･一三♪

I:-千 手 キ ぎ 寺 宝 章 二II-=1-=f---I,:-:

･?･･溌 学 制

圭コ 東 学 ⑳ 経 営 問 題

正 格 立 未 亀 定 義 薄 れ :ヰ 剤

∈1 学 亜 側

芋 ど も 覇 ,噂 か ら ..EJ輔 ㌻Tj.:I.-I-:,～--Ll井 ･誉 車 で 爺 わ れ Tir::.

幸 .-=てエビ <1-:=!兼 業 巨 や 摂 了 t>I.'::'l':.>･:態 療

nrI..:;:, さき等.5':f･-1着 ;:I::5._./i::.3醇 讐 算出 .'il::.,;.;童.',蘇

r::.渥 軒 事 .工<･EI･(-_31;J･t-:{;r斗 -,.F;:.'轟 温 .:.rqA:I.I;I.こ.;‥､

観衆撃敬蘭⑳課 題

こ,I-.'･蔓撃盤を能動的恕創造者鞠藍変魔る芸歴

因対象健界と◎関係

･:胎毒･.i-:時ネッ等Ji1.1iL7t･･---.I,:i

L:轟曾転身f?,･:,･.I-f･.予デ:,J･亨.･F予.:草精霊:一部畏遺し

三;-:-::∴ :-::--≡_宰喜三圭=∴立幸手fLt---___--:-:tIL_ifを享_.i-

歯 観 辱 次 数 蘭 ∈導風教蘭)
心鮮･司-作成.､.東藤検轟く,.{!,4-･-辛r･:-JS-I---･-ヰ三:_i:,音､プEu_再ぎ

ン 苧 -一丁:-.シ ョ :; PQ.､轡革:舘翠.闇､轄閣管増､-ee虹
･p:A :,::,:'.,I -tt紺 JP束縛 了 ----･･蝕的な学習蒲法論

匪 さ ポ 字 音竃

* 内 容も ♂ 韓窪め学問館野◎ 研 究 霜 法 論
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⑳寮だ窓だ足りなとも亀鑑を蔓欄 昏◎竜野悶憂悶昏

EUA2004:

Qua喝 AssuranC昏:Are紬rencをSyS官em敵 indicaをorsa門eg
eva‡ua紬門PrOG℡dures

卒牽生と彼らを贋周する全寮との両者によって東学の革衆生の辱
門_tの遊歩にとって霊夢だと考えられた巧7項 目

(1)異分野が存在するグループで仕事をする能力

(2)多様性と多文化を正しく牡めること (7)新しい考えを生み出す能力(創造性)

(3)研究分野での基礎的知騰 (8)薪しい状況を受け入れる能力

く4)職業における基礎的知離 (9)学習能力

(5)分析と総合の能力 (10)批評と自己批評の能力

放き:-a-'Etは､追C:･臨e･とセッ冒こなTjておこな:I;-i.･Krtrこ_/t･壱

こ̀豊r;汀亜訂""痛む血gJゾという浸;I:'fシステム
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｢大学院生のための教育実践講座一大学でどう教えるか-｣

事後アンケ--I-.巨

高等教育研究開発推進センタ-

このアンケ-卜結果は､来年度の改善資料として用いますので､ご協力をようL'<お願い致

します｡なお､結果がそれ以外の目的で用いられることはありませんし､個人情報が特定され

ることもありませんので､安心 してお答え下さい｡

お名前 :

ご所属 : 研究科 (1.修士 2博士)課程

以下､番号にはもっともあてはまるものに1つOをつけ､カッヨ内は由由に記述Lf;∈一<:巨立‡≡≡空重三重三重

ださい)

問1 本研修への参加満足度は全般的にどのようなものですかQ

50非常に満足している 乳 :A:あ ま あ 満 足 Lj'ている 3.,どちらとも言東ない

2,Jあまり満足していない LJi . ま っ だ < 満 足 していない

その理由をお書きへ革さいo

問2 プ̀E3グラムにつ い て どの程度有意義であったか､菰 筈 孟 '下 さ ?urも,J

59非常に有意義だ っ た 4 9 まあまあ有意義だった 3 ∈) どちらとも芸濃ない

2.あまり有意義で は な か っ た 1 0 まっ たく 有 意 義ではな か った

(1)ダjb-ヲ討論 - ◎ - ◎ ◎ - ◎ ◎ - ㊨ - - ◎◎5 確 3 望 頂

(2)蓋三講義 ◎◎ ◎ - ◎ ◎ ◎ - ◎ ◎ - - - ◎ ◎ ◎ ◎5 轟 3 2 頂

(3)ボディL1--｡り-I-ク O ｡ - - - - 0 - - - ｡5 線 3 2 1
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問3 今後に向けて改善した方がいいと思われる点がありましたら､自由にお書き下さい.

ご協力ありがとうございましたo
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